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 サマーデザインスクール2015 ―その次へ 






























も両者の関係を巡る議論がある。たとえばFraylingはresearch in design / into 
design / through design / for designなどの研究と実務との関係に関するスタン
スの違いを論じており ii、松岡はデザイン行為を「デザイン実務  (design 






                                                          
ii Frayling, Christopher：Research in Art and Design，RCA Research Papers, vol.1, No.1，Royal College of Art，
1993. 
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デザイン学の任務の一つであると筆者は考えており、またこれまでの「デザイ
ン学論考」誌でも大きな論点の一つになっているように思われる。サマーデザ
インスクールでは、3日間という短い期間に20以上ものワークショップが実施さ
れる。したがって、デザインの実践と理論との関係を考える絶好の機会ではあ
るまいか。 
２ 現在の取り組み 
以上のような認識のもと、今年度のサマーデザインスクールではそのアクテ
ィビティを記録することに力を入れた。ワークにおいて何が行なわれ、それに
対して実施者・参加者がどのように感じているのかを知ることで、サマーデザ
インスクールの改善につなげ、また実践に基づく理論研究の基礎資料とするた
めである。皆様にはいつもより多量なアンケートや、リアルタイムのプロセス
記録などにご協力いただいた。ご負担はおかけしたと思うが、デザイン対象の
設定、デザインの手法、その導入のタイミング、参加者の反応や展開のスピード
などに驚かされることが多々あり、また各人の考え方や人柄までもが透けて見
える興味深い資料となっている。 
さらに実施者・参加者の方々に、サマーデザインスクールでの経験をもとに
した原稿の執筆をお願いした。本号の4本はいずれも力のこもった論考となって
おり、収集したアンケートやプロセス記録に輪をかけて、テーマワークの実情・
実感が伝わってくる。上述のような問題意識を持つ者として、また実行委員長
として、（耳の痛い点も含め）大変読み応えがあった。次号にもいくつかの論考
が掲載される予定で、楽しみである。筆者自身も現在、アンケート等のデータを
坂口君、佐藤君（いずれもプログラム1期生）とともに分析しており、次号にて
その結果をお見せしたい。 
 
「デザイン学」への問い 
+ あなたにとって、サマーデザインスクールの経験とはどのような意味をもつも
のですか？ 
